
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃１０１ 

川越散策と木彫画 

2024.4.21 
島 田 祥 生 

今年も 
川越在住の学生時代の友人から 
木彫画展の案内が届いた 
今までと雰囲気の違った作品の写真 
 
今日は日曜日か 
お天気は持ちそう 
人込みも見がてら出かけてみよう 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ちょっと出遅れた感があったが 
１１時前に高田馬場に着いた 
折よく、本川越行の特急が 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西武新宿線の 
本川越行特急「小江戸号」に乗車 
１時間弱の旅行気分 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本川越駅から蔵通りを程なく 
民芸品を扱っている店です 
藤の花が盛り 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シヨーウィンドウには 
ミニチュアの品がたくさん 

みんないい出来です 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

店内は 
所狭しと、あるはあるは 
「民芸」って 
ジャンルがあってないようなものなのですね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八咫烏の提灯が目につきました 
確かに、熊野神社のシンボル 

お参りしたくなる雰囲気でした 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

境内にある「なぎの輪くぐり」 
 
一礼して輪をくぐり 
右に回ってまた一礼して輪をくぐり 
左に回って一礼 
まっすぐ進んで本殿でお賽銭をあげて拝礼 
 
マニュアルが用意されていました 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各種「おみくじ」 
血液型別のおみくじは、初めて見た 

英文のものも用意しています 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足踏み健康ロード 
玉砂利の上を靴を脱いで歩く 
えっ、お母さんはやらないの？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蔵通りの１本裏の道 
川越の純粋蜂蜜のお店 
と思いきや、「石焼ランチ」ですか 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蔵通りにも増しての人 
こいのぼりに圧倒されそう 
そうか、もうすぐ五月だ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石焼き芋のおじさんに声をかけられました 
窯の中、見せてあげるよ 
立派なお芋がぎっしり 

おいしそう 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中を１本 
ものすごく甘くておいしかった 
因みに、大が５００円、中が４００円、小が３００円 
 
大きさにあまり差がなかったな 
採算ぎりぎりだとか 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カメラが入ってきました 
川越の名物のご夫婦らしい 
奥さんも如才なかったな 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期待通りに 
蔵通りは、人・ひと・ヒト 

丁度お昼時で 
お食事処はどこもすごい行列 

 
食べ歩きが楽しいはずですね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喧噪から小道に入ったら 
小江戸を感じる一本 

「大杯」という、大好きな紅葉 
 

枝いっぱいに花を付けているのも嬉しい 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川越市博物館に行ってみました 
江戸時代の城下町のジオラマです 

 
丁度 

「職人の道具展」をやっていました 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桶づくり、ワッパづくり、下駄づくり
などの道具類が 

それぞれのウィンドウに 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農具類 
城下町ならではの 
立派なものです 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これは 
髪結いの道具 
かんざしや櫛がものすごく緻密でした 
 
親藩の城下町 文化の高さを感じます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市街地へ戻る道すがら 
これも大好きなバラを見つけました 
「ナニワ イバラ」という、大ぶりの純白の一重 
 
棘がありますよ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ようやく 
ギャラリーにたどり着きました 

ジャンルは問わず 
手当り次第だそうです 

 
エンジニアとして定年を迎えてから 

自ら切り開いた 
彫刻刀で絵を描くという類を見ない手法 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展覧会に出した大作 
幅８０ｃｍほどの１枚板 
このくらいでないと相手にされないとか 
 
奥さんの話では 
夜になると、あの鳥が居なくなる 
そうです・・・！ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定番のタケノコ 
何枚でも、同じように彫れるそうです 
 
奥さんも交えて２時間ほど 
ゆったりした時間を 
過ごすことができました 
 
気が付いたら４時 
横浜に着く前に日が暮れてしまう・・・ 
でも、思い切って来てよかった 
 


